
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通巻 第６０号 

                            

 

     ＜意見交換会＞(抜粋) 

・支え合い社会は、困っている人がいて初め

て、支えたいと思っている人が活きる。 

・自立とささえのハザマで悩んでいる。 

・ボランティア活動を通して一人ひとりが大

切な存在であることを知ることができた。 

・ボランティアにかこつけて、自分自身がみ

んなに支えられていると感じる。 

・松山先生が「ゆるやかなつながり」を肯定

していることに共感できた。ボランティア

活動の終活を考えていたが、続けられそう。 

 

 

 

平成 28 年 10 月 9 日（日）ミレニアムセンター佐倉 

個人ボランティアのつどい 報告 

テーマ：「支える」「支えられる」関係とは？ 

講師：松山毅先生 
(順天堂大学スポーツ健康科学部准教授) 

日 時：平成 29年 2 月 11 日（土・祝） 

午前 10 時～午後２時 30 分 

会 場：和田ふるさと館 

講  演：『和田地区のまちづくり、地域の活性化を学ぶ』 

和田地区社会福祉協議会、ママのほっとタイム、 

八木女子会 以上３団体のお話 

体験学習：和田ふるさと館 歴史民俗資料室館内ツアー（和田の昔話、機織り他） 

バラッパまんじゅう作り、地域散策 

フィナーレ：参加者の心を一つに！ 

対 象：どなたでも（要申し込み） 

※ 手話通訳あり 無料送迎バスあり 

 

第 35 回ボランティアのつどいは和田ふるさと館にて開催いたします。「和田であそぼう！」

をキャッチフレーズに和田のまちづくりを学ぶ機会とします。是非ご参加ください！ 

地域の交流を深めるために、ボランティアのつどいの会場を市内各所に移すことにし、 

第 32 回から志津、臼井、佐倉をまわり、今回は和田で行うことにしました。 

普段の活動を通して、「ボランティアは誰のためにして

いるの？」「自立と孤立はどう違うの？」「地域の支えあ

いの仕組みを作るには？」などの疑問について、松山先

生の講話を聴いた後、それぞれの想いを語り合いました。 

http://www.sakuravren.com/
mailto:info@sakuravren.com


第２回 運営委員会 報告 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニバーサルデザインの紹介 

 ユニバーサルデザインの用語の意味、考え方を理解

する。物、建物、まちづくりなど、あらゆる分野でユニ

バーサルデザインが取り入れられていることを知る、

主な道具を触って体験。 

平成 28 年 11 月 27 日（日）中央公民館 1 階ラウンジにて体験コーナー 

 

平成 28年１０月２７日（木）～３０日（日）

の４日間にわたり、佐倉市立美術館にて

障害者作品展が開催されました。Ｖ連

は、実行委員、ボランティアとして運営

協力しました。 

応募総数：２３５人、出展総数：２６０点、

来場者数：１０１６名とたくさんの方が来館

しました。「どの作品からも、作った方の

思いが伝わってきました。」「力強さと生

命力を感じました。」「温かい雰囲気で

見ている方も優しい気持ちになりまし

た。」などたくさんのメッセージをいた

だきました。 

バス研修会 報告 

地域が必要とすることを、ボランティアと仕事で地域を

結ぶ不思議な不動産会社「大里綜合管理」(TV番組「カン

ブリア宮殿」で紹介された野老真理子社長の講話)と酒蔵

「寒菊銘醸」へ行ってきました。 

＜野老社長のお話を聞いての感想(抜粋)＞ 

・企業が中心となっての地域活動の実践モデルを見せてい

ただいた。素敵なおもてなしを受けた。 

・野老社長のオーラとパワーをもらい、今後の人生につい

て考えさせられた。「自分は何ができるか」が良かった。 

 

第 2 部：ボランティア活動見本市 

第１部：活動報告 他 

・平成 28 年度 4 月～8 月活動報告 

・第 35 回ボランティアのつどい実行委員の紹介 

・はらっぱ編集委員の紹介  

各団体が活動 PR をした後、それぞれの

ブースを参加者が自由に移動し、意見交換

しました。 

 
平成 28 年９月 10 日 (土 )西部地域福祉センター   

出席者：４0名 

＜参加団体＞ 

・明るい社会づくり佐倉 

・あしたの会 

・アパコミごましお会 

・草笛＆リーフル「ハッピー◦はっぱ」 

・高齢者いきいきクラブ「コケコッコ村」 

・さんぽみち 

・手話サークル「希望」 

・手をつなぐ・さくら 

・花と緑の街づくり’22 

・ひの木太鼓 

・ほっとくらぶ 

 

Ｖ連は、体験コーナーを運営しました。生活していく上での困り事、不

便さを知り、困っている方に、さりげなく声をかけられる人が一人でも

増えることを願って、３つの体験の場を設けました。 

 

平成 28 年７月１日 (金 )  参加者：４0名  

おとしより体験（協力：根郷地区社協） 

指先が不自由になり、視野が狭くなっ

てくることで不便になることを知る体験。 

 

車いす体験 

自走して街の危険（段差、目線な

ど）や声かけの大切さ、その大変さ

の気づきを体験。 
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